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1. はじめに 
 近年不良債権処理と並んで国債発行残高が社会的に大きい関心を呼んでいる。

2004 年 9 月末で国債発行残高（内国債）は約 586.6 兆円を示している（財務省

資料P

１）
Pより）。国債・地方債・借入金・政府短期証券を合わせると、1,017 兆円

となる。そしてこれはさらに増大する傾向にあるP

２）
P。 

 本論文では、このような現状において、どれくらいまで国公債発行が可能な

のか、また、適正発行額がどの程度なのかを考察する。 
２．政府債の適正発行額 
 国債と地方債の合計を政府債と一括して考察した。 

 国・公債に関する諸関係を解析し、政府債費（元利償還金）の租税に対する

比率がRBBBを超えない条件から次の条件を導いた。 
B(n) ≥ （g’－ t’）Y(n-1) ＋ rBBB・BBtB(n-1) 

ここに、B(n)は新規政府債発行額、g’は一般政府支出（中央・地方政府の支出

から政府債費（政府債の元利償還額）を控除した額）と前年度GDP Y(n-1) と

の比、t’は一般政府収入（中央・地方政府の収入から政府債発行額を控除した額）

と前年度GDPとの比、rBBBは政府債償還時の平均金利、BBtB(n-1)は前年度末の政府

債残額である。 
３. まとめ 

国公債に関して考察し、諸関係を調べ、次にあげるいくつかの知見を得た。 

（１）政府債残高が暴走しないための政府債（国債＋地方債）発行額を算出す 

る式を導いた。 

（２）政府債費の歳出に対する比率がRBBBを超えない条件は、政府債残高のGDP 

に対する比率がRBBB・t'/rBBBを超えない条件に置き換えられる。ここにt'は租

税+雑収入の前年度GDPに対する比率であり、rBBBは政府債利率である。 

（３）不良債権処理を多くすればするほど投資不足が増加し、引いては国債発 

行額が増大するP

３）
P。 

（４）根本的に国債発行額を減少させるための条件は、国全体での収支均衡を 

回復することである。                  以上 
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